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I． アジアの多様性・基本的不安定要因
· 宗教、政治体制、民族、言語、文化、価値観、経済発展段階、いずれにおいてもアジアの特色はその多様性にある。

－仏教、イスラム教、道教、ヒンズー教、シーク教、神道、キリスト教など

－民主主義、社会主義、共産主義、独裁国家、一党支配など
· また、安全保障上の利害も同じとはいえない。

地図参照。安全の認識はあくまでも相対的。国の位置によって異なる。

· 東アジアには全世界の約45％の兵力が存在（ミリタリー・バランスより算出）
· 南北朝鮮の分裂・再統一問題、台湾問題も存在

· これらは基本的な不安定要因。

· 欧州とは異なって、これらの不安定要因は冷戦終結によっても解消されていない。アジアの統合integrationは欧州ほど容易ではない。EU、NATO

II． アジアのダイナミズム

· では現実にアジアは危険か？

· 否。今、自信に満ちあふれている。
－日本：90年代の停滞から、現在の大企業の業績は過去に例をみないほどよい。設備投資や個人消費を基礎に、確固たる回復を示している。

－世界のＧＤＰ(2005)：日本13%、米35%、ＥＵ38%

－中国(10%)やインドも、BRICｓ(6%)の一員として、急成長を遂げており、世界経済の牽引役となっている。ＥＵ１５(2.5%)
－ASEAN、韓国などの東アジア諸国(6%)も、経済の成長度が高い。

· 安定的秩序の構築が進行中：東アジア共同体。外部に開かれた共同体
· 自由貿易経済体制も構築中：ＥＰＡ、ＦＴＡ
III． 日本、その役割

（1） 民主主義国
· 過去60年間、日本は平和主義、民主主義、市場経済、法の支配を「実践」。

· これを言葉（words）ではなく、態度（deeds）で示してきた。

· 世論があって民主主義的な議論の制度を持った完全な民主主義諸国。アジアでは数少ない。

· ナショナリズムの偏狭(narrow-minded)：1950－60年代に経験。

· ナショナリズムの偏狭を正すには民主主義の健全性が不可欠。

· 日本の経験をアジア諸国に伝えることができる。
（2） アジアのビルトイン・スタビライザー（安定勢力）
· アジアでもっとも古い民主主義国家（加えて韓国、インドなど）
民主主義国：選挙で一票を投ずる「家族」の価値観（平和、経済）が反映

民主主義国では、国際ルールの遵守や、真義・公正の念が期待できる

· 進んだ自由市場経済

· アジア経済の運営に責任を持つ国家： 
ＯＤＡの供与：中国、インドネシア、ベトナム、印

財政難にもかかわらずアジア金融危機の際の支援1997-98：韓国$8.3B、
マレイシア$4.3B、インドネシア$2.9B、タイ$2.9B、フィリピン$2.5B　

· 世界の中の日米同盟：アジア太平洋の公共財としてのstabilizerの役割

日本は、米国軍事力の前方展開に常に安心できる場（基地）を提供

アジアの海を平和の海とした：米国の政治的、軍事的プレゼンス

安心して交易できる安全と秩序を提供

その結果、アジア諸国と米国との貿易・投資はきわめて緊密

· 軍事面での相互信頼・予防外交の推進：専守防衛、防衛交流、ＡＲＦ

理由：アジアでは各国の軍事態勢や国防政策に関する透明性は不十分

（3） 対等の仲間意識を重んずる国
· 日本は、国対国の関係に上下関係を持ち込まない

対等な仲間としての関係を結んできたし、これからも結んでいく国

· ＯＤＡにおいても、被援助国と対等の目線に立って、自助努力を支援

1977年の「福田ドクトリン」：心と心の触れ合う相互信頼関係の構築

ＴＩＣＡＤ：アフリカ開発の「オーナーシップ」は途上国自身にあり

· 青年交流の一層の推進：中国、韓国、ＡＳＥＡＮ
· 日本人は、過去の歴史においてとりわけ韓国、中国の人々に対して与えた苦痛を重く受け止め、反省の気持ちと、隣人としての思いやりを持ち続ける

· 同時に、両国の人々には、日本の歩みを戦後６０年間の現実の歴史を通して見てもらいたい

日本人のモットー：「経済の繁栄を通して、平和と幸福を」

（4） 新たな技術・文化・思想の日本からの発信

· 文化：アニメ、漫画、ゲーム（任天堂、Playstation）、J-Pop、村上春樹
· 文化：寿司、刺身、健康日本料理

· 技術：ハイブリッドカー、ロボット、第４世代携帯、ハイヴィジョン放映、

· 技術：環境技術（排水、排煙などの浄化）、省エネルギー、

· 思想：自然との共生（自然を変革するのではなく、自然と共に生きる）

IV． 中国

（1） 日本は、中国の台頭を歓迎。日本が待ち望んでいたこと
· 中国の経済は世界経済の牽引車。中国も他の国々も利益を得ている

· 競争とは、経済社会において常に良いもの

強い相手を見てこそ、自らを高めていくことができる

· 中国の台頭を祝福し、歓迎するとともに、ガッツを持って公正な競争に臨む

（2） 経済的発展に合わせて、政治的、社会的発展が必要
· 一党支配

· 社会や政治制度のあり方についても日本と同じような透明性が必要
· 言論・報道の自由、インターネットアクセスの自由、e-mail通信の自由

· 自由民主主義国では、家族の意向が政策に反映（安定・繁栄志向）

（3） 国際社会で責任あるplayerとしての役割を果たして欲しい

· 建設的なパートナーとして、周辺国と対等な立場で国際社会に参加

· より責任ある役割を果たす：Veto国ではなく、建設的な勢力になって欲しい

· 世界の民主主義諸国がこれまで作り上げてきた国際的なルールの尊重、遵守

· 軍事予算や軍事行動のあり方についても透明性が必要

18年間二桁の予算の伸び、潜水艦の日本領海侵犯、海洋展開能力の向上、ミサイル配備（台湾向けの弾道ミサイル）、台湾：反国家分裂法制定（2005年3月）など。（軍事予算の伸びの効果：18年間10%で約6倍。13%で9倍。）
アジアの近隣諸国も大いに不安に感じている

軍事面での透明性に欠けるからこそ、世界に「平和的」台頭と言い続けなければならなくなる。言わずもがなでありたい。
日本が過去60年間行ってきたように、言葉でなく態度で示して欲しい。

· WTOのルールの遵守：知的所有権の尊重（Fake productsの取り締まり）。

投資に対する規制の解除、国内法の整備、信用制度の整備なども必要

· 開発援助：国際的な行動様式に則った透明性が必要

OECDのDACルール：Good Governance、民主主義、基本的人権

内政不干渉は古いルール

（4） 中国の現実と将来
＜現実＞

· 豊かな沿岸部と貧困の内陸部の格差の拡大

· 水不足、環境汚染（環境基準の不徹底）、不十分な労働者保護

· 汚職（事業計画の承認、土地の収用、工場・住宅建設など）

· 言論・報道の自由の制限

· 住民登録に関する規則（農村住民と都市住民の間の差別）

＜将来への期待＞

· 豊かな中国、特に、沿岸部を中心にミドルクラスの台頭

· 市場経済の浸透と自由主義思想の浸透：逆戻りできない

· 将来における政治参加や自由の希求に繋がることを期待

（5） 日中関係：安倍首相訪中　2006/10/08

· 胡錦濤、温家宝、呉邦国の３トップリーダーと会談
· 戦略的互恵関係：共通の戦略的利益に立脚した互恵関係

· 靖国参拝：両国関係の健全な発展を促進させる観点から適切に対処

· 歴史共同研究を年内に開始

· これからは政治と経済の両輪が同時に前進回転

V． その他の東アジア地域の課題
（1） 北朝鮮

· 独裁国家、非民主主義、軍人政治
· 世界世論の反対の中で核実験・ミサイル発射実験

· これまで何度も核兵器・核計画の廃棄の約束：これを実行すべし

· 検証可能な非核化の達成と、拉致問題の解決
· 全会一致で迅速な安保理決議1718　10/14

41条経済制裁措置、WMD・贅沢品取引禁止、一定の金融制裁、貨物検査、

（2） 台湾
· 日本は、中国はひとつと認識

· 中台関係については、武力解決に反対。対話を通じた平和的解決を希望

· いかなる一方的な現状変更も望まない

（3） 領土問題
· 北方領土、竹島、尖閣諸島

（4） 大量破壊兵器の拡散防止、ＰＳＩ（核、弾道ミサイル、BC兵器）
（5） グローバルな諸問題への対処：犯罪、麻薬、病気・感染症（ＨＩＶ・ＡＩＤＳ、ＳＡＲＳ、鳥インフルエンザ）、海賊、地球環境（温暖化、オゾン層破壊、水不足など）等
VI． 日本の方針・覚悟

（1） 政治的役割

（1） 東アジアにおけるさらなる進歩に向けて指導的役割を果たす。

· Thought Leaderとは麻生外相の言葉。

· 民主主義と市場経済をdemonnstrateしてきた、60年間の経験の裏付け。

· 自由、民主主義、市場経済、法の支配、人権の推進を図る。

· 偏狭な(narrow-minded)ナショナリズムの排除

· 国境を越えた理念や共通ルールのアジアへの導入。

（2） アジアのStabilizerとしての役割。

· 平和主義を堅持

· 政治・経済・軍事分野における透明性・信頼性・将来予見可能性の向上

· 繁栄の基礎になる「安全」をアジアに提供。

· 安全保障の面では、日米同盟が基礎。

· 北朝鮮による核実験への非難、制裁措置
（3） 同じ目線での共助の精神、上下関係ではない。　

· Equal Partnerとして協力・協働

（4） アジアひいては世界でそのような役割を果たす上で、日米欧の協力　　

· そのような役割は、日本一国のみでは必ずしも果たせるものではない。
· 民主主義、市場経済、基本的人権、法の支配などの基本的価値観を共有するポルトガル、欧州諸国、北米諸国との連帯を呼びかけたい。

（2） 経済的・文化的役割

（1） アジアのみならず世界に対して、新たな技術・文化・思想の発信

· 豊かでかつ自然に優しい生活を実現を目指す

· 自然との共生（自然を変革するのではなく、自然を生かして共に生きる）

· そのためのハードウエアーやソフトウエアーの開発・発信

· アニメ、漫画、ゲーム（任天堂、Playstation）、J-Pop、

· ハイブリッドカー、ロボット、第４世代携帯電話、ハイヴィジョン放映、

· 環境技術（排水、排煙などの浄化）、省エネルギー、

· 寿司、健康日本料理

（2） アジア地域、更には、世界の開発途上地域の開発に貢献
· 東アジア共同体、ＥＰＡ（ＦＴＡ）

· 金融支援
· ＯＤＡ；ＴＩＣＡＤ、開発のオーナーシップ
（3） ネットワーク社会を構築し、寛容の精神で対話を促進
· アジアの力強いダイナミズムは、世界の将来のための強力な基礎となる

· 知的・技術的・産業的・文化的ネットワーク：自乗で増加

３人の参加者では回線は３。参加者が５人に増えると回線数は１０

· ナショナリズムの枠を超えて（Nation statesからNetworkへ）

· テロなどの世界の諸問題を乗り越えるには、「寛容」の精神が必要

· ローマ人は、異民族に対しても、宗教・文化面では寛容だった

· 日本の伝統的文化は、「和をもって貴しと為す」
· 異文化、異宗教、国民国家の間の対話：「寛容」の精神で

